
令和元年７月 第２回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和元年７月１６日（火）午前９時３０分～午前９時４０分 
 
２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

連休中に、親子都市協定を締結している北海道京極町を訪問した。今月下旬には、

京極町からも児童が来訪する予定である。作物や産業それぞれ違いがあるところは

興味深い点であり、今後とも友好関係を深められるよう各部署においても意識して

取り組んでいただきたい。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

   なし 

     

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

   なし 

 

４ その他 

① 東京 2020オリンピック事前合宿について（生活環境部長） 

香川県立丸亀競技場でのクロアチア共和国陸上競技の事前合宿が決定し、本日の

午後、県庁において報道発表を行う予定である。 

  ・選手との交流や市のＰＲ、職員の動員など受入の対応については、産業文化部、

教育部をはじめ、全庁にわたって協力をお願いする。（スポーツ推進課副課長） 

  →選手も含めて何名程度を受入するのか。（都市整備部長） 

  →今回のクロアチアの関係では 30 名程度だが、今後も誘致活動は継続するので 

最終的な人数は未定である。 

 

② 議員控室について（議会事務局長） 

会派所属議員の変更で暫定的に運用していた議員控室について、正式に調整が

ついたのでお知らせする。 

 

５ 副市長から 

なし 



 

６ 教育長から 

   今週いっぱいで一学期を終了するが、大きな事故や事件もなく、また、一学期の

期間中に 34 校園のうち 17 校園について学校訪問を行ったが、どこも落ち着いた 

状態で学習や行事に取り組めている。若手教員が年々増えているが、それぞれ活躍

の場があり、活気が出ているように感じている。 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

   愛知県のボートレース常滑でＳＧオーシャンカップが開催され、売上が 118億 8

千万円と、昼間のレースでは記録的な結果となった。平成 29 年 7 月に丸亀で開催

した同レースのナイターレースでの売上は 116億 9千万円であった。また、今年に

入り、昼間のＳＧレースの売上が全て 100億円を超えている。業界全体のＰＲ活動

のほか、レース場間でのコラボ事業や各場における活性化事業など、それぞれの相

乗効果によるものと捉えている。ナイターレースに参入するレース場が増えた一方

で、ナイターレース市場自体は大きくなっていない。地方場にとって厳しい状況と

なっている。丸亀では、ナイターレース 10 周年を全面に打ち出し、全国展開、本

場活性化に取り組んでいくので、今後とも応援、協力をお願いする。 

    

８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 ○ 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長 宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長 小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長 谷 口 信 夫 ○ 

産業文化部長 山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 ○ 

教 育 部 長 川 田 良 文 ○ 



消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

 

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長          井 上 孝 敏 

総務部財務課長           宮 西 浩 二 

生活環境部スポーツ推進課長     重 成 英 司 

生活環境部スポーツ推進課副課長   吉 田 比夫美 

 

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長          窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長    野 本 政 宏 

   市長公室秘書政策課主査         宇 野 大志郎 


